
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目)客 船兼覚船、鉄製、三菱社高島炭坑所属
206総トン、主機二連成汽機 1基、出力330図示馬力

速力8ノ ット、1887年三菱長崎造船所建造夕顔丸

三菱一筋に75年間も

長崎で働いた幸運船
(上)富貴楼に残る夕顔丸の左舷灯
(下)最終航海に就く夕顔丸 (写真提供  ■

＝
＝
＝
＝
到

料
亭

に
飾

ら
れ

た
航
海

灯

台
治
ク
ル
ー
ズ
で
長
‐――奇
に
毎
港
し
た
折
、
仲
間
を

誘

っ
て

「
し

っ
ぼ
く
＝
型
一
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ

る
．
「官
貴
楼
」
と

い
う
老
舗
朴
亨
だ

つ
た
。

木
造
三
附
建
て
の
こ
の
料
亭
、
絶
品
の

「
し

っ
ぽ

く
料
理
」
も
き
る
こ
と
な
が
ら
、
筆
者
の
日
を
ひ
い

た
の
は
、
客
室
の
廊
下
に
飾
ら
れ
て
い
た
時
代
物
の

航
加
灯
だ

っ
た
。
「夕
顔
九
」
の
も
の
だ

っ
た
。

「夕
顔
丸
」
は
明
治
の
半
ば
、
工
瑳
長
崎
辻
船
所
の

草
創
期
に
建
造
さ
れ
た
汽
怖
で
あ
る
。

た

い
へ
ん
な
長
命
船
で
、
引
退
し
た
の
は
戦
後
の

一
九
六
工

（昭
和
〓
十
七
）
年
。
現
在
、
長
崎
造
船

所
の
史
料
館
に

「
夕
顔
九
」
の
は
呉
が
展
ホ
さ
れ
て

い
る
が
、
市
内
の
料
≡
に
ど
う
し
て
こ
の
恥
の
航
海

灯
が
あ
る
の
か
、
疑
問
に
思

っ
て
い
た
。

筆
者
の
疑
問
は
、
大
正
　
昭
和
期
の

「富
貴
楼
」

の
女
析
内
田
ナ
ツ
が
語
る
回
想
記
子

（
『回
想

の
百

年
』
阿
造
船
所
柿
）
を
読
ん
で
冊
決
し
た
。

―
―
明
治
の
中
頃
か
ら
岩
崎
弥
之
助
社
長
様

（筆

者
汁
　
〓
宏
の
第
二
代
統
■
者
）
を
は
じ
め
、
大
正

昭
和
と
雁
代
の
所
長
様
お
よ
び
ご
関
係
の
ヤ
様
に
、

お
い
の
起
工
式
　
進
水
式
あ
る
い
は
引
渡
式
な
ど
の

ご
祝
宴
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。
―
―

「官
貴
楼
」
は
か
つ
て
、
三
菱
長
崎
造
船
所
と
ゆ
か

り
の
深
い
料
■
だ

っ
た
の
で
あ
る
。



「夕
顔
丸
」
が
誕
生
し
た
こ
ろ

明
治
の
初
め
、
長
崎
辻
船
所
は
国
営
で
あ

っ
た
，

ｔ
凌
が
こ
れ
を
付
州
し
、
民
■
の
長
崎
造
船
所
と
し

た
の
は

一
人
人
四

（明
治
十
七
）
年
で
あ
る
。

借
用
順
は
、
二
左
の
創
業
者
岩
崎
弥
太
郎
の
名
表

で
批
出
さ
れ
た
が
、
弥
太
郎
は
こ
の
と
き
付
加
に
お

か
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
、
前
五
十
歳
で
世
を
去

っ
て

い
る
一　
こ
の
た
め

１
た
の
社
米
は
、
十
人
歳
午
下
で

あ
る
ル
の
弥
之
功
が
と
り
仕
切

っ
て
い
た

跡
之
助
は
、
社
米
の
多
角
化
を
進
め
た
積
極
米
政

な
杵
■
イ
で
あ
る
　
の
ち
に
辻
船
、
鉱

―――
、
銀
行
な

ど
を

一
体
と
し
た
三
菱
合
資
会
社
を
発
足
さ
せ
て
お

り
、
ｔ
左
け
日
の
に
お
を
染

い
た
，

弥
太
郎
が
他
界
し
て
！
年
後
の

一
人
人
七

（明
治

二
十
）年
、
良
崎
造
術
所
は
…
菱
に
払

い
下
げ
ら
れ
、

名
実
と
も
に
モ
炎

の
も

の
に
な

っ
た
．
「
夕
顔
九
」

が
誕
生
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
年
で
あ
る
３

鋼

製

の
ボ

イ

ラ

ー
を
装

備

「夕
顔
九
」
は
鉄
製
汽
い
で
、
…
災
長
‐――奇
辻
船
所
の

建
辻
硫
と
し
て
は
川
希
船
に
な
る
「
ｉ
希
怖
に
】
た

る
小
型
汽
船

「凌
港
九
」
も
、
通
信
省
の

一怖
名
録
一

に
よ
る
と
鉄
製
で
あ
る
，
と
も
に
、
鉄
製
か
ら
釧
製

へ
移
行
す
る
過
渡
期
の
汽
船
で
あ
る
。

「夕
顔
九
」
は
船
体
は
鉄
製
だ
が
、
ｉ
機
に
は
側
製

の
ス
コ
ッ
チ
ボ
イ
ラ
ー
が
装
備
さ
れ
た
，
舶
州
ボ
イ

ラ
ー
に
鋼
材
を
使

っ
た
の
は
、
日
本
で
は
こ
れ
が
初

め
て
で
、
長
崎
辻
折
所
の
お
＝
い
外
川
人
Ｊ
　
ヒ
ル

が
製
作
指
導
に
当
た

っ
た
．

圧
力
に
強

い
ス
コ
ッ
チ
ボ
イ
ラ
ー

（円
挫
行
）
が

登
場
し
た
の
は
、
十
九
世
紀
の
中
ご
ろ
の
こ
と
、
批

初
は
鉄
で
造
ら
れ
て
い
た
が
、
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
　
ジ

ー
メ
ン
ス
ら
に
よ

っ
て
平
”
法
が
発
明
さ
れ
、
鋼
材

の
量
産
が
可
能
に
な

っ
て
か
ら
は
、
ボ
イ
ラ
ー
に
も

こ
れ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
．

言
う
ま
で
も
な

い
が
、
欽
と
は
鉾
欽

（銑
欽
）
、

銅
と
は
銅
鉄
の
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
違

い
は
、
炭

糸
の
合
布
ｉｌ！
に
よ

っ
て
決
ま
る
。

銅
製
ボ
イ
ラ
ー
の
出
現
に
よ

っ
て
系
気
圧
力
は
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら
な
る
汽
機
の
発
辻
を
う
な
が

し
た
，
十
九
世
紀
末
か
ら
舶
用
ス
チ
ー
ム
機
関
の
主

役
と
な
る

二
逆
成
汽
機
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
は
、
ボ
イ

ラ
ー
材
質
と
辿
動
し
て
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
「
一

菱
長
崎
造
怖
所
で
は

「
夕
顔
九
」
竣
工
の
二
年
後
、

同
地
折
所
製
の

．
辻
成
汽
機
を
件
は
し
た
側
製
汽
術

「筑
後
川
九
」
が
誕
生
し
て
い
る
ｃ

ち
な
み
に
、
北
大
幅
汗
航
路
の
定
期
作
船
が
釧
製

ポ
イ
ラ
ー
を
推
載
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、　
下
べ

八
〇
年
代
と
思
わ
れ
る
。
英
キ

ュ
ナ
ー
ド
　
ラ
イ
ン

初
の
鋼
製
汽
船
と
し
て
布
名
な

「
サ
ー
ヴ
ィ
ア
」
（

人
人

一
年
笹
造
）
の
工
連
成
汽
機
に
は
、
ジ
ー
メ
ン

ス
釧
の
ポ
イ
ラ
ー
が
災
術
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
あ

た
り
が
初
期
の
採
用
実
例
で
は
な
い
か
，

高
島

／
端
島

航
路

に
就
航

「夕
顔
丸
」
は
、
長
崎
港
と
港
外
に
あ
る
三
菱
社
の

高
鳥
炭
坑
を
結
ぶ
通
信
船
米
曳
船
と
し
て
建
造
さ
れ

た
ぃ
の
ち
に
は
端
内
炭
坑

へ
の
航
路
も
加
わ
り
、
石

炭
や
水
や
生
活
物
資
な
ど
を
乗
せ
た
回
平
い

（だ
ん

べ
い
ぶ
ね
）
を
皮

い
て
往
復
し
た
「

最
初
は

「夕
顔
」
と
称
し
た

．
も
と
上
位
落
の
汽

仲

「夕
顔
」
を
祉

い
だ
命
名
で
あ
る
。
初
代

「夕
顔
」

は
岩
崎
弥
大
郎

の
独
力
維
ヤ
時
代

に
活
躍
し
て
お

り
、
エ
ナ
に
と

っ
て
山
結
あ
る
硫
名
で
あ

っ
た
。

」内
れ
炭
坑
は
、
も
と
も
と
は
佐
賀
淋
の
も
の
だ

っ

た
，
明
治
の
初
め
、
ト
ー
マ
ス
　
グ
ラ
バ
ー
と
合
弁

で
本
格
的
な
採
炭
を
始
め
、
長
崎
は
束
ア
ジ
ア
に
お

け
る
有
力
な
黙
対
炭
袖
給
港
と
な

っ
た
。

廃
藩
置
県
後
、
高
鳥
炭
坑
は
日
常
と
な
り
、
紆
余

――――
打
の
水
、　
一
人
人

一　
⌒明
治
十
凶
）
年
に
岩
崎
外

太
郎
に
よ

っ
て
買
収
さ
れ
た
　
三
菱
の
■
業
と
し
て

は
、
炭
坑
の
方
が
進
術
よ
り
先
■
格
に
な
る

「夕
顔
九

一
は
、
長
崎
～
向
島
／
端
向
抗
路
で

一
生

を
お
く

っ
た
，
昭
和
に
入
る
と
各
キ
を
拡
張
し
、
外

観
が
小
刊
午
怖
の
よ
う
に
な

っ
た

日
士
事
変
で
は
性
軍
に
徴
用
さ
れ
、
中
円
の
長
江

に
出
呼
し
た
が
、
生
れ
の
大
■
は
長
崎
で
過
ご
し
、

三
菱

一
筋
に
七
卜
五
年
間
を
勤
め
上
げ
た
．
こ
ん
な

十
延
怖
は
今
後
、
１
度
と
批
れ
な
い
で
あ
ろ
う
．

山
田
　
廼
生


